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世
界
を
旅
行
し
た
女
流
画
家 

マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ノ
ー
ス
（
一
八
三
〇
─
九
〇
） 

 

大
英
帝
国
を
象
徴
す
る
女
性 

  

「
日
の
沈
ま
ぬ
国
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
地
球
全
域
に
領
土
を
保
有
し
、
領
土
の
ど
こ
か

は
日
中
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
現
在
で
は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
該
当
し
ま
す
が
、
こ
の
言

葉
を
体
現
し
た
史
上
有
名
な
国
家
は
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
第
六
代
女
王
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
（
在
位
一
八
三

七
─
一
九
〇
一
）
が
君
臨
し
た
一
九
世
紀
前
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
大
英
帝
国
で
す
。
そ
の

統
治
を
象
徴
す
る
の
は
女
性
が
単
身
で
世
界
を
周
遊
す
る
旅
行
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。 

  

そ
れ
ら
の
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
で
も
有
名
な
人
物
は
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
に
日
本
に
到
来
し
、

通
訳
一
人
の
み
を
同
伴
し
て
江
戸
か
ら
蝦
夷
ま
で
旅
行
し
て
、
そ
の
旅
程
を
『
日
本
奥
地
紀
行
（
原

題
は
日
本
の
未
踏
の
旅
路
）
』
と
い
う
書
籍
と
し
て
出
版
し
た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
世
界
の
隅
々
ま
で
と
い
う
言
葉
が
誇
大
で
は
な
い
ほ
ど
各
地
を
旅
行
し
た
女
性
が
い
ま
し
た
。

こ
の
日
本
の
明
治
時
代
に
相
当
す
る
時
期
に
世
界
各
地
を
単
身
で
旅
行
し
た
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
ズ
に
あ
る
美
術
館 

  

ロ
ン
ド
ン
の
都
心
か
ら
西
側
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
テ
ー
ム
ズ
川
沿
い
に
王
立
植
物
園
（
通

称
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
ズ
）
が
あ
り
ま
す
。
一
七
五
九
年
に
王
室
宮
殿
付
属
の
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
、

敷
地
面
責
が
一
三
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
東
京
都
神
代
植
物
公
園
が
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す

か
ら
、
そ
の
規
模
が
想
像
で
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
大
英
帝
国
の
威
信
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
世
界
各

地
か
ら
収
集
し
た
七
〇
〇
万
点
の
種
子
植
物
の
標
本
、
一
二
五
万
点
の
菌
類
の
標
本
が
収
集
さ
れ
て

い
ま
す
。 
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園
内
に
は
数
多
く
の
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
巨
大
な
温
帯
温
室
（
図
１
）
の
背

後
に
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ノ
ー
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
煉
瓦
で
構
築
さ
れ
た
目
立
た
な
い
が
風
格

の
あ
る
建
物
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）
。
こ
こ
に
は
一
人
の
女
性
が
大
英
帝
国
の
領
土
を
中
心
に
世
界

各
地
を
旅
行
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
先
で
植
物
の
生
育
す
る
自
然
を
描
写
し
た
絵
画
八
三
二
点

が
室
内
の
壁
面
一
杯
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。
そ
の
画
家
が
今
回
紹
介
す
る
マ
リ
ア
ン
ヌ
・

ノ
ー
ス
で
す
。 

 

 
 
 

 

 

 
 

図１ 温帯温室 

図２ マリアンヌ・ノース・ギャラリー 

図３ マリアンヌ・ノースの絵画 
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名
門
に
誕
生
し
た
女
性 

  

彼
女
は
同
様
に
大
英
帝
国
の
盛
期
に
世
界
を
周
遊
し
た
バ
ー
ド
に
つ
い
て
「
病
弱
で
自
己
顕
示
意

識
が
目
立
ち
、
冷
淡
な
気
風
の
女
性
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
は
父
親
が
牧
師
の
中
流

家
庭
で
成
長
し
た
バ
ー
ド
に
比
較
し
て
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
が
名
門
の
貴
族
の
家
庭
に
誕
生
し
た
と
い
う

境
遇
の
差
異
が
も
た
ら
し
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
六
代
前
の
一
七
世
紀
の
祖
先
ロ
ジ
ャ
ー
・
ノ
ー
ス

は
何
期
か
下
院
議
員
を
し
た
名
士
で
あ
り
、
『
ノ
ー
ス
一
族
の
生
涯
』
と
い
う
伝
記
も
出
版
し
て
い

る
人
物
で
す
。 

  

マ
リ
ア
ン
ヌ
の
曽
祖
父
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
の
北
海
に
直
面
す
る
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
ラ
フ
ァ

ム
に
あ
る
屋
敷
か
ら
、
南
部
の
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
直
面
す
る
イ
ー
ス
ト
・
サ
セ
ッ
ク
ス
の
港
町
ヘ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
ス
に
移
転
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
屋
敷
で
一
八
三
〇
年
に
誕
生
し
た
の
が
マ
リ
ア
ン
ヌ

で
す
が
、
彼
女
の
父
親
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ノ
ー
ス
は
彼
女
が
誕
生
し
た
翌
年
か
ら
死
亡
す
る
ま
で
の

四
〇
年
近
く
イ
ギ
リ
ス
の
国
会
議
員
を
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
彼
女
は
名
門
の
女
性
で
し
た
。 

  

当
時
の
貴
族
の
普
通
の
生
活
様
式
で
す
が
、
彼
女
は
ほ
と
ん
ど
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
な
く
、
自

宅
を
訪
問
し
て
く
る
様
々
な
知
識
階
層
の
人
々
か
ら
情
報
を
享
受
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
有
名
な

生
物
学
者
Ｃ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
か
ら
は
招
待
さ
れ
て
自
宅
を
訪
問
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
貴
族

階
層
の
特
徴
で
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
も
家
族
で
旅
行
し
て
い
ま
す
。
一
八
四
八

年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
騒
乱
が
発
生
し
て
い
た
時
期
で
さ
え
、
家
族
旅
行
を
し
て
い
ま
し
た
。 

  

一
八
五
五
年
に
母
親
が
死
亡
す
る
と
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
と
父
親
の
関
係
は
一
層
親
密
に
な
り
、
イ
ギ

リ
ス
で
国
会
が
開
催
さ
れ
て
議
員
で
あ
る
父
親
が
ロ
ン
ド
ン
に
拘
束
さ
れ
る
時
期
以
外
は
二
人
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
だ
け
で
は
な
く
、
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
ま
で
旅
行
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
最
愛
の
父
親
が
一
八
六
九
年
に
死
亡
す
る
と
、
人
生
の
唯
一
の
拠
点
を
喪
失
し
、
女
中
一

人
を
同
伴
さ
せ
て
海
外
に
旅
立
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
後
半
の
人
生
の
目
標
に
な
り
ま
し
た
。 

 

世
界
各
地
で
歓
迎
さ
れ
た
旅
行 

  

父
親
の
死
後
二
年
が
経
過
し
た
一
八
七
一
年
に
な
り
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
汽
船
に
乗
船
し
て
カ
ナ
ダ
、

ア
メ
リ
カ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
と
旅
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
名
門
の
出
身
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
Ｈ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
国
務
長
官
か
ら
招
待
さ
れ
、
長
官
同

伴
の
馬
車
で
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
訪
問
し
て
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
夫
妻
に
謁
見
し
、
翌
日
に
は
大
統
領

主
催
の
晩
餐
会
に
招
待
さ
れ
、
大
統
領
に
エ
ス
コ
ー
ト
さ
れ
て
着
席
す
る
ほ
ど
の
厚
遇
を
享
受
し
て

い
ま
す
。 

  

一
二
月
に
な
り
、
温
暖
な
カ
リ
ブ
海
域
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
移
動
し
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
郊
外
の
住
宅

を
賃
借
し
て
長
期
滞
在
を
開
始
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
住
居
の
周
辺
の
植
物
を
描
写
す
る
日
常
で
し
た
。
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翌
年
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
動
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
移
住
し
て
い
る
親
子
と
出
会
い
、

二
人
が
生
活
し
て
い
る
内
陸
の
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
の
邸
宅
に
寄
宿
、
そ
こ
で
も
熱
帯
特
有
の
植
物

の
採
集
や
描
写
に
没
頭
し
、
至
福
の
生
活
を
体
験
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
帰
還
し
ま
し
た
。 

 

世
界
一
周
旅
行
で
日
本
も
訪
問 

  

し
ば
ら
く
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
て
一
八
七
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
避
寒
の
た
め
に
大
西
洋
上

に
あ
る
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
テ
ネ
リ
フ
ェ
島
に
滞
在
し
、
こ
こ
で
も
特
徴
あ
る
植
物
の
描
写
を
堪
能
し

ま
す
。
そ
こ
か
ら
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
に
移
動
し
、
北
米
大
陸
を
西
進
し
て
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
を
経
由

し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
到
達
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
セ
コ
イ
ア
の
巨
木
が
林
立
す
る
ヨ
セ
ミ
テ
渓

谷
に
感
動
し
、
さ
ら
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
移
動
し
て
、
汽
船
で
日
本
に
到
達
し
ま
す
。 

  

日
本
で
は
自
然
の
景
観
と
と
も
に
町
並
や
寺
院
に
感
動
し
多
数
の
絵
画
を
仕
上
げ
て
い
ま
す
が
、

真
冬
の
寒
気
に
対
応
で
き
ず
、
翌
年
の
一
八
七
六
年
の
新
年
早
々
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
動
、
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
の
サ
ラ
ワ
ク
王
国
に
移
動
し
ま
し
た
。
サ
ラ
ワ
ク
王
国
は
先
住
民
族

の
反
乱
を
鎮
圧
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
探
検
家
Ｊ
・
ブ
ル
ッ
ク
が
一
八
四
一
年
に
建
国
し
国
王
と
な
っ
て

い
た
国
家
で
す
が
、
太
平
洋
戦
争
に
な
っ
て
日
本
が
占
領
し
、
一
九
四
六
年
に
は
消
滅
し
ま
し
た
。 

  

マ
リ
ア
ン
ヌ
が
到
着
し
た
時
期
に
は
ブ
ル
ッ
ク
は
健
在
で
、
そ
の
邸
宅
に
滞
在
し
、
奥
地
に
も
出

向
い
て
植
物
を
写
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
世
界
最
大
と
推
定
さ
れ
る
ウ
ツ
ボ
カ
ズ

ラ
を
発
見
し
、
彼
女
の
ノ
ー
ス
と
い
う
名
字
を
使
用
し
た
ネ
ペ
ン
テ
ス
・
ノ
ー
シ
ア
ナ
と
い
う
学
名

が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
に
移
動
し
ま
す
が
、
そ
こ

は
多
数
の
見
知
ら
ぬ
植
物
が
生
育
し
て
い
る
驚
異
の
世
界
で
、
数
ヶ
月
間
も
滞
在
し
ま
し
た
。 

  

さ
ら
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
一
八
七
六
年
の
年
末
に
セ
イ
ロ
ン
（
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
）
に
到

着
し
て
知
人
の
住
宅
に
滞
在
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
撮
影
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
記
事
の
冒
頭
に
あ
る
肖

像
写
真
で
す
。
一
旦
帰
国
し
て
か
ら
セ
イ
ロ
ン
に
出
戻
っ
て
イ
ン
ド
に
移
動
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
山

麓
ま
で
出
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
紹
介
で
も
彼
女
が
大
胆
な
性
格
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き

ま
す
が
、
今
回
も
豪
雨
で
大
河
が
氾
濫
し
て
い
る
時
期
に
小
舟
で
横
断
す
る
な
ど
豪
胆
な
行
動
を
し

て
い
ま
す
。 

 

美
術
館
の
開
館 

  

一
八
七
九
年
に
帰
国
し
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
世
界
各
地
で
描
写
し
た
植
物
の
絵
画
を
ロ
ン
ド
ン
の

画
廊
で
展
示
し
た
と
こ
ろ
人
気
に
な
り
、
こ
れ
が
冒
頭
に
紹
介
し
た
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
ズ
に
あ
る

「
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ノ
ー
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
設
立
の
契
機
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め

に
は
、
ま
だ
訪
問
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
の
植
物
の
絵
画
も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ

う
な
時
期
に
旧
知
の
生
物
学
者
Ｃ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
を
進
言
さ
れ
ま
す
。 
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そ
こ
で
一
八
八
〇
年
、
再
度
、
サ
ラ
ワ
ク
王
国
に
出
掛
け
、
そ
こ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
東

の
先
端
に
あ
る
ケ
ー
プ
ヨ
ー
ク
半
島
を
経
由
し
て
西
岸
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
到
着
し
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
旅
行
と
同
様
に
総
督
の
公
邸
に
滞
在
し
ま
す
が
、
ナ
ン
ヨ
ウ
ス
ギ
や
ユ
ー
カ
リ
な
ど
固

有
の
植
物
、
コ
ア
ラ
、
カ
モ
ノ
ハ
シ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
な
ど
固
有
の
動
物
に
も
魅
了
さ
れ
ま
す
。
以
後

は
次
第
に
南
下
し
て
南
部
の
メ
ル
ボ
ル
ン
に
到
着
し
、
さ
ら
に
西
部
の
パ
ー
ス
に
ま
で
出
掛
け
て
い

ま
す
。 

  

そ
こ
か
ら
メ
ル
ボ
ル
ン
の
南
側
に
あ
る
タ
ス
マ
ニ
ア
を
経
由
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
立
寄

り
、
北
上
し
て
ハ
ワ
イ
を
経
由
し
て
ア
メ
リ
カ
本
土
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
達
し
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
は
一
〇
年
前
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
北
米
大
陸
横
断
鉄
道
を
利
用
し
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、
シ

ン
シ
ナ
テ
ィ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
な
ど
に
滞
在
し
て
、
各
地
の
植
物
園
な
ど
を
見
物
し
な
が
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
帰
還
す
る
と
い
う
世
界
一
周
旅
行
を
達
成
し
ま
し
た
。 

  

帰
国
し
た
一
八
八
二
年
に
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
ズ
の
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ノ
ー
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
。
施
設
は
公
園
の
入
口
か
ら
も
っ
と
も
遠
方
に
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な
施
設
を
見
学
し

た
人
々
が
休
憩
で
き
る
場
所
に
な
る
位
置
を
選
定
し
た
と
い
う
マ
リ
ア
ン
ヌ
の
配
慮
か
ら
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
彼
女
の
自
伝
に
は
一
人
の
紳
士
が
「
こ
れ
ら
の
多
数
の
絵
画
は
一
人
の
女
性
の
作
品
だ

と
評
判
だ
が
本
当
か
？
」
と
質
問
し
た
の
で
、
そ
う
だ
と
返
事
を
し
た
と
こ
ろ
驚
嘆
し
た
と
い
う
逸

話
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
英
帝
国
を
象
徴
し
た
旅
行 

  

開
館
は
し
た
も
の
の
、
ア
フ
リ
カ
の
植
物
の
絵
画
が
な
い
こ
と
を
不
満
と
し
た
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
早

速
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
端
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
を
訪
問
し
、
翌
年
の
一
八
八
三
年
に
は
イ
ン
ド
洋
上
の

セ
ー
シ
ェ
ル
諸
島
に
旅
行
、
何
枚
も
の
傑
作
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
体
調
不
良
で
旅
行
は
一
旦
中
止

し
ま
す
が
、「
チ
リ
マ
ツ
」
の
絵
画
が
な
い
こ
と
を
残
念
と
し
、
一
八
八
四
年
一
一
月
に
は
強
風
の
マ

ゼ
ラ
ン
海
峡
を
通
過
し
て
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
到
着
し
、
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
旅
行
を
最
後
と
し
て
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
田
舎
に
引
退
し
、
一
八
九
〇
年
八
月

に
六
一
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。
国
際
旅
行
は
船
舶
し
か
移
動
手
段
の
な
い
時
代
に
未
開
の
土
地
を
女

性
一
人
で
旅
行
し
た
精
力
に
は
驚
嘆
し
ま
す
が
、
そ
の
背
後
に
は
「
日
の
沈
ま
ぬ
国
」
大
英
帝
国
が

世
界
を
支
配
し
た
パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
彼
女
の
場
合
に
は
出
自

の
効
果
に
よ
る
旅
先
で
の
支
援
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
割
引
い
て
も
偉
大
な
旅
人
で
し
た
。 

 



6 

 

 

つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
─
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
最
新
刊
「
Ａ
Ｉ
に
使
わ
れ
る
人 

Ａ
Ｉ
を
使
い

こ
な
す
人
」
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団
）
な
ど
。
モ
ル
ゲ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
連
載
「
清
々
し
き
人
々
」

と
パ
ー
セ
ー
誌
の
連
載
「
凜
々
た
る
人
生 

─ 

志
を
貫
い
た
先
人
の
姿 

─
」
か
ら
の
再
編
集
版
と

し
て
、
『
清
々
し
き
人
々
』
、
『
凛
凛
た
る
人
生
』
、
『
爽
快
な
る
人
生
』
（
遊
行
社
）
な
ど
。 


